
講師・パネリスト プロフィール

稲田 修一 氏
【現職】 早稲田大学リサーチイノベーションセンター 教授

【略歴】 1979年九州大学大学院修士課程修了（情報工学専攻）、1984年米国コロラド大学大
学院修士課程修了（経済学専攻）
1979年郵政省（現在、総務省）入省、ICT政策の立案や技術開発業務に従事。2006年情報通
信研究機構理事、2008年近畿総合通信局長、2010年大臣官房審議官、2012年総務省退官。
2012年～2017年、東京大学先端科学技術研究センター特任教授、IoT/データ活用によるビジネス
革新や価値創造について研究。2016年（一社）情報通信技術委員会事務局長、情報通信ネット
ワークの標準化推進。2019年4月から早稲田大学研究戦略センター教授。その他、国土交通省技術
検定委員、総務省「異能vation」プログラム評価委員、スマートIoT推進フォーラム「IoT価値創造推進
チーム」リーダーなどとしても活動。

別 紙

【現職】 慶応義塾大学メディアデザイン研究科 教授

【略歴】 2005年 東京大学工学部計数工学科卒業、2010年 同大学院情報理工学系研究科博
士課程修了、博士（情報理工学）
KMD Embodied Media Projectを主宰し、身体的経験を伝送・拡張・創造する「身体性メディア」
「サイバネティック・アバター」の研究開発と社会実装、Haptic Design Projectを通じた触覚デザインの
普及展開を推進。日本学術会議連携会員、テレイグジスタンス株式会社技術顧問等を兼務。

南澤 孝太 氏

山口 有次 氏
【現職】 桜美林大学ビジネスマネジメント学群 教授

【略歴】 1987年同志社大学工学部機械工学科卒業、2000年早稲田大学大学院理工学研究科
博士修了（工学）
2004年から早稲田大学理工学術院総合研究所客員講師、2018年から桜美林大学ビジネスマネジ
メント学群長、2021年から桜美林大学学長補佐。
テーマパーク論をはじめとする観光・レジャー業界の動向や経営戦略等の講義のほか、人流データによる
利用者行動等の分析研究を行っている。長年「レジャー白書」（日本生産性本部余暇創研）を執筆。

両エリアでは、ＭＩＣＥ誘致に向けた積極的な取組が進められています。令和４年10月に
は、多摩地区最大級となる約2400㎡の展示室と７つの会議室を有する「東京たま未来メッ
セ」が開業し、今後、多摩地域への更なるＭＩＣＥ誘致の促進が期待されます。
本シンポジウム会場内で、両エリアによるPRブースを出展しますので、ぜひお立ち寄りください。

＜八王子エリア＞
・（公社）八王子観光コンベンション協会による支援内容等
・プロジェクションマッピングなど学生連携事業のご紹介
・地産地消につながる地元産食材のPR・試食コーナー
・MICE参加者向けコンテンツ体験コーナー（染物・機織り体験）
・伝統芸能披露 など
＜立川エリア＞
・（一社）立川観光コンベンション協会による支援内容等
・VR体験コーナー（立川エリア内のMICE関連施設等をVRで体験） など
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≪併催≫ 八王子エリア・立川エリアによるMICEコンテンツPRブースの展示

ＰＲ内容（予定） 東京たま未来メッセ

SORANO HOTEL（立川）八王子車人形（八王子）
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